
大村市男女共同参画推進センターだより

ジェーン・スーさんは外国人？　日本人？

282号

 毎年恒例になっている男女共同参画推進事業の講演会を11月
8日(土)にプラザおおむらのホールにて、ジェーン・スーさんを
お迎えして行いました。
　「ジェーン・スーさんのお話を聞いてみたい」という市民の
声にお応えした講演会は申込開始から、あっという間に定員に
達しキャンセル待ちが出るほどで、スーさんのお話を心待ちに
していました。また、市外からもお話を聞きたいという声が後
を絶ちませんでした。
　スーさんは東京生まれの日本人。ラジオのパーソナリティ、
作詞家、作家としてもご活躍で著書に「貴様いつまで女子でい
るつもりだ問題」「私がおばさんになったよ」など、スーさん
と自分を重ね合わせ、思わず頷いてしまうばかりです。また、
「行きるとか死ぬとか父親とか」がテレビ東京系列で連続ドラ
マ化され、新作の「介護未満の父に起きたこと」が即重版と、
ますますご活躍中で、テレビにも出演されています。

ジェーン・スーさんが私たちに話してくれたこと

講演会「自分らしくイキイキと生きるために」報告

「私らしい」ことを尊重しよう！ 
うまくいったり、いかなかったり
するけれど、それでも私は上出来
だ！ 私たちにエールをくださっ
た、ジェーン・スーさん。私たち
もスーさんと「負けへんで」の勢
いで頑張っていきましょう！ 

 「自分らしさ」の前に「男らしさ」「女らしさ」のバイアスに気づくこと、自分を常にアップ
デートしていくことが大切だと語ってくれました。「もはや令和だよ！」と明るく元気よく背中
を押されたように感じました。新たな気づきと、常にアップデートしていくしなやかさを育てて
いきたいですね。『イキイキと生きていくために』私たちもスーさんと一緒に進んで行きましょ
う。多くの学びと楽しさと元気をくれたジェーン・スーさんに感謝でいっぱいです！

会場のみなさんと一緒に写真撮影
気さくにポーズを取ってくれた

ジェーン・スーさん



当センターへの相談・イベント・講座などで来所され、
右図の駐車場をご利用の場合は、無料駐車券を発行します。 

〒856-0832 
大村市本町458番地2　プラットおおむら4階（旧浜屋ビル） 
TEL：0957-54-8715　　FAX：0957-54-8700 
Eﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.nagasaki.jp 
問合せ時間　月～金曜日　8：30～17：15（祝日・年末年始休み）

【問合せ先】 
大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」  

あなたは悪くない。
悪いのは『暴力』
という方法です。
私たちに相談してください。
一緒に対策を考えましょう。

これってDVなの？　デートDVって何？
まずは知ることからはじめてみませんか？

運動期間中は市内でパープルライトアップを実施していま
す。女性に対するあらゆる暴力の根絶を呼びかけるととも
に、被害者に対して「ひとりで悩まず、まずは相談をして
ください。」というメッセージが込められています。

毎年11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

毎年11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

クイズの答え
ジェーン・スーさんは自称「生粋の日本人」です

ハートパルライブラリーに
ジェーン・スーさんの本が
増えました。貸出できます！

11月19日は国際男性デーです

　女性に対する暴力をなくす・・など、女性、女性
女性ばっかりずるくない？　男性だって色々ある
し・・・そんな声も聞こえてきそうですね。
11月19日は国際男性デーです。
　東京では11月16日に男性特有の心と身体
の課題や働き方に目を向けたフェス型のトーク
イベントが企画されています。この機会にぜひ、
男性の生き方、あなたの生き方を考える時間に
してみましょう。
　今までは誰にも言えなかった、弱音を語れな
かったという男性も声をあげ始めています。
女性に対する暴力だけでなく、男性に対する
暴力も減らし、誰にとっても生きやすい社会を
作っていきましょう。


